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一

　
「
父
が
遠
く
、
満
州
に
行
き
て
、
可
愛
い
子
供
と
、
共
に
暮
す
事
の
、
出
来
ぬ
も
、

皆
子
供
の
、
立
身
出
世
を
、
さ
せ
た
い
為
め
に
、
働
い
て
居
る
」
︱
︱
父
向
野
堅
一

が
、
福
岡
県
に
居
た
四
人
の
兄
弟
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
こ
う
書
い
た
の
は
一
九

要
　
旨

向
野
兄
弟
た
ち
の
手
づ
く
り
雑
誌
『
骨
肉
』
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
八
・
九
月
号
は

「
朝
鮮
満
州
旅
行
記
念
」と
銘
打
っ
て
、
こ
の
年
七
月
、
八
月
に
か
け
て
朝
鮮
、
満
州
を
旅
行

し
た
向
野
兄
弟
四
人
の
文
章
を
載
せ
て
い
る
。
彼
ら
の
父
向
野
堅
一
は
当
時
満
州
に
あ
っ

て
、
奉
天
を
中
心
に
経
済
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
兄
弟
た
ち
の
旅
行
は
朝
鮮
を
経
て
奉

天
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
大
連
ま
で
、
そ
の
間
に
満
州
の
各
地
を
訪
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
内

容
と
し
て
は
、
満
州
旅
行
に
多
く
日
時
が
費
さ
れ
て
い
る
。

兄
弟
は
い
ず
れ
も
十
〇
代
、
下
は
一
二
歳
か
ら
上
は
一
八
歳
の
、
将
来
の
問
題
が
現
実
味

を
増
し
て
い
る
年
代
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

「
旅
行
記
念
」と
う
た
っ
て
い
た
も
の
の
、
旅
の
行
程
に
即
し
て
書
か
れ
た
も
の
は
末
弟
の

一
編
に
過
ぎ
ず
、
載
せ
ら
れ
た
兄
弟
の
上
三
人
の
文
章
は
、
こ
の
旅
行
に
触
発
さ
れ
て
書
か

れ
た
も
の
と
し
て
も
、
旅
行
の
大
部
分
を
占
め
る
満
州
滞
在
に
関
し
て
直
截
的
に
述
べ
た
と

は
い
え
な
い
も
の
も
あ
り
、
満
州
が
彼
ら
の
父
の
事
業
の
場
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

文
章
に
示
さ
れ
た
、
こ
の
消
極
的
な
関
心
の
あ
り
よ
う
の
意
味
す
る
こ
と
は
何
か
注
意
さ
れ

よ
う
。

以
下
掲
載
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
朝
鮮
、
満
州
等
の
地
名
に
つ
い
て
は
原
文
の
ま

ま
、
漢
字
は
新
字
体
の
表
記
。「
滿
洲
」
は
「
満
州
」
と
し
た
。
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一
三
（
大
正
二
）
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
四
年
が
経
と
う
と
す
る
一

九
一
七
（
大
正
六
）
年
夏
、
兄
弟
に
満
州
に
行
く
機
会
が
お
と
ず
れ
た
。
夏
休
み
を

利
用
し
て
朝
鮮
を
経
て
満
州
各
地
を
め
ぐ
る
約
一
ヵ
月
の
旅
行
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
袴
に
下
駄
を
は
い
た
四
人
の
最
初
の
満
州
行
で
あ
っ
た
。
四
人
に
よ

る
手
づ
く
り
雑
誌
『
骨
肉
』
は
、
旅
行
後
に
作
ら
れ
る
八
・
九
月
号
を
「
朝
鮮
満
州

旅
行
記
念
」
と
し
て
、
関
連
す
る
文
章
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

を
試
み
る
こ
と
が
、
本
稿
の
狙
い
に
な
る
。

　
　
　
二

　

兄
弟
た
ち
の
旅
行
が
行
わ
れ
る
一
九
一
七
年
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
継
続
中
で

あ
っ
た
。
一
九
一
四
年
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
た
日
本
は
、
そ
の
年
に
中
国
に
出

兵
、青
島
を
占
領
し
て
い
る
。
翌
年
に
は
中
国
に
二
一
ヵ
条
の
要
求
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
一
〇
年
に
日
韓
併
合
条
約
を
実
現
さ
せ
た
日
本
の
中
国
大
陸
進
出
が
強
力
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
中
で
も
満
州
に
お
け
る
権
益
の
確
保
は
、
日
本
に
と
っ
て

重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
満
州
へ
の
関
心
は
明
治
時
代
か
ら
続

く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
刊
行
の
国
定
教
科

書
『
尋
常
小
学
地
理
書
』
巻
二
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

�　
「
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
の
結
果
、
我
が
国
は
関
東
州
を
租
借
し
、
南
満
州
鉄
道

を
収
め
、
近
時
又
南
満
州
及
び
東
部
内
蒙
古
に
諸
種
の
事
業
を
な
す
の
権
利
を
も

得
た
れ
ば
、
我
が
国
人
の
此
の
地
方
に
移
住
す
る
も
の
漸
く
多
く
し
て
、
其
事
業

も
次
第
に
盛
な
り
。
尚
支
那
本
部
に
於
て
も
山
東
省
を
始
め
、各
地
に
て
鉱
業
・
工

業
等
に
関
係
せ
る
も
の
少
か
ら
ず
。」（
唐
澤
富
太
郎
、
一
九
六
一
、
六
二
三
ペ
ー

ジ
）

　

兄
弟
た
ち
は
、
ま
さ
に
「
其
事
業
も
次
第
に
盛
な
り
」
と
い
わ
れ
る
満
州
を
直
接

体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
ら
の
父
、
向
野
堅
一
は
、
そ

の
事
業
の
発
展
に
か
か
わ
る
主
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

一
八
六
八
（
明
治
一
）
年
福
岡
県
直
方
に
生
ま
れ
た
向
野
堅
一
が
自
か
ら
の
活
動

の
場
と
し
て
中
国
大
陸
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
の
こ
と
か
わ

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
中
国
（
当
時
清
国
）
上
海
に

あ
っ
た
日
清
貿
易
研
究
所
に
入
学
し
た
こ
と
で
、
そ
の
関
心
を
現
実
化
す
る
動
き
が

明
確
に
な
っ
た
。
一
八
九
三
年
に
全
科
卒
業
し
て
、
実
地
商
業
研
究
の
た
め
中
国
各

地
を
視
察
し
て
い
た
が
、
翌
年
、
日
清
戦
争
が
始
ま
り
、
陸
軍
省
通
訳
官
と
し
て
第

一
師
団
司
令
部
付
と
な
り
、
清
国
軍
の
動
向
を
偵
察
す
る
特
別
任
務
を
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
捕
縛
さ
れ
、
遁
走
す
る
と
い
う
危
険
な
場
面
を
く
ぐ
り
、

同
じ
任
務
に
従
事
し
て
い
た
同
僚
が
全
て
捕
え
ら
れ
刑
死
し
た
な
か
で
、
彼
一
人
が

生
存
す
る
こ
と
を
得
た
。
日
清
戦
争
従
軍
の
こ
と
に
つ
い
て
、
堅
一
は
後
に
従
軍
記

を
残
し（
向
野
堅
一
、
一
九
六
七
）、
兄
弟
た
ち
も
、
こ
の
著
の
ほ
か
、
直
接
父
か
ら

当
時
の
話
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
台
湾
総
督
府
付
（
一
八
九
五
）、
北
京
日
本
公
使
館
御
用
達
店
経
営
（
一

八
九
六
︱
一
九
〇
〇
）、
陸
軍
省
の
命
で
遼
西
物
資
調
査
（
一
九
〇
五
）
等
を
経
て
、

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
よ
り
奉
天
で
商
業
に
従
事
、
茂
林
洋
行
と
称
し
石
炭
販

売
を
始
め
、
一
九
〇
八
年
に
は
硝
子
製
造
業
、
正
隆
銀
行
を
開
設
し
て
い
る
。
兄
弟

た
ち
の
旅
行
の
年
、
一
九
一
七
年
に
は
瀋
陽
建
物
株
式
会
社
専
務
取
締
役
、
奉
天
商

業
会
議
所
副
会
頭
に
な
っ
て
い
る
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
時
期
に
朝
鮮
そ
し
て
満
州
を
訪
ね
る
こ
と
は
、
日
本
の
現

代
史
の
焦
点
に
あ
る
舞
台
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、
兄
弟
た
ち
に
は
、
そ
れ
が
同
時
に

父
の
仕
事
の
現
場
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
「
朝
鮮
満
州
旅
行
記
念
」
に
ふ
さ
わ
し
い
記
録
を
『
骨
肉
』
に
載
せ
た
の
は
末
弟
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の
啓
助
で
、
彼
の
「
満
州
旅
行
日
記
」
は
、
博
多
を
出
発
し
小
倉
、
門
司
を
経
て
下

関
で
釜
山
に
向
け
乗
船
す
る
第
一
日
目
か
ら
、
大
連
を
出
港
し
た
船
が
、
一
日
置
い

て
、
門
司
に
着
き
、
福
岡
で
無
事
に
母
の
顔
を
見
る
第
二
八
日
目
ま
で
、
記
述
な
し

の
日
も
若
干
あ
る
が
、
連
日
何
か
書
き
と
ど
め
て
い
る
。
第
一
日
目
、
第
二
日
目
と

記
さ
れ
て
、
何
日
何
曜
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
第
二
六
日
目
、
大
連
で
乗

船
の
日
が
八
月
一
五
日
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
逆
算
し
て
、
第
一
日
目
が
七
月
二

〇
日
頃
に
当
た
る
ら
し
い
。

　
（
以
下
兄
弟
の
名
前
は
、
長
兄
か
ら
啓
助
ま
で
順
に
Ｓ
、
Ｙ
、
Ｍ
、
Ｋ
と
記
す
。）

　
　
　
三

　

旅
行
日
記
の
第
一
日
目
は
、
母
や
妹
に
見
送
ら
れ
博
多
駅
を
出
発
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
。
遠
賀
川
の
鉄
橋
を
渡
り
、
八
幡
、
小
倉
を
過
ぎ
、
下
関
に
渡
り
、
三
千

ト
ン
余
の
新
羅
丸
に
乗
り
、
夜
一
一
時
前
に
出
帆
す
る
。

　
　

　

第
二
日
。
午
前
九
時
半
頃
釜
山
に
着
き
、
一
〇
時
四
〇
分
釜
山
発
。
機
関
車
は
内

地
の
も
の
よ
り
大
き
く
、
線
路
も
客
車
も
大
き
い
。

　

�「
見
る
も
の
聞
く
も
の
皆
め
づ
ら
し
き
も
の
の
み
な
り
。

　

�

朝
鮮
の
山
々
皆
木
少
し
と
雖
今
日
に
て
は
総
督
府
よ
り
松
等
を
植
え
さ
し
め
た
れ

ば
や
、
多
く
な
れ
り

　

�「
家
は
藁
ふ
き
多
く
人
は
多
く
白
き
衣
を
着
男
は
長
き
き
せ
る
を
く
は
え
て
喫
煙

に
ふ
け
り
女
は
此
方
彼
方
の
川
、
池
に
て
洗
濯
を
な
す
」

　

と
、
車
窓
よ
り
異
郷
の
風
物
を
楽
し
む
調
子
で
あ
る
。
午
後
九
時
頃
京
城
大
南
門

に
着
い
た
。
す
ぐ
に
別
の
列
車
に
乗
り
換
え
て
夜
行
の
旅
を
続
け
る
。

　

第
三
日
。
夜
明
け
間
も
な
く
新
義
州
に
着
き
、
一
〇
時
半
に
発
、
鴨
緑
江
の
長
い

鉄
橋
を
ゆ
っ
く
り
渡
っ
て
安
東
に
着
い
た
の
が
一
〇
時
四
〇
分
。
税
関
の
調
べ
を
終

え
出
発
。「
な
つ
か
し
き
奉
天
」
に
着
い
た
の
は
午
後
六
時
三
一
分
。「
見
れ
ば
満
目

皆
平
野
の
み
」
で
あ
っ
た
。
父
の
迎
え
を
受
け
た
。
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第
四
日
か
ら
二
二
日
目
ま
で
は
奉
天
の
「
我
家
（
父
の
家
茂
林
洋
行
）」
に
落
着

き
、
各
地
を
見
て
ま
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
四
日
。
朝
、「
旭
湯
（
元
治
の
経
営
す
る
湯
）」
に
入
り
、
旅
の
疲
れ
を
休
め
た
。

蝿
が
多
い
。
風
が
吹
け
ば
名
物
の
ご
み
が
散
る
。
夜
は
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
を
見
に
行
き
、

ピ
ア
ノ
を
ひ
き
、
多
数
の
室
を
見
た
。

　

第
五
日
。
毎
日
旭
湯
に
行
く
と
き
め
た
。
梅
雨
時
の
道
で
足
が
泥
ま
み
れ
と
な
っ

た
。

　
　

　

第
六
日
は
父
に
連
れ
ら
れ
本
格
的
に
奉
天
の
市
街
を
見
て
ま
わ
っ
た
。
日
本
の
満

州
経
営
の
状
況
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
鉄
道
を
初
め
と
し
病
院
電
燈
上
下
の
水

道
に
到
る
ま
で
皆
満
鉄
の
経
営
な
り
」
と
Ｋ
は
記
し
て
い
る
。
新
し
い
設
備
・
機
械

を
備
え
た
事
業
所
の
見
学
に
は
、
満
州
で
の
経
済
・
産
業
活
動
へ
の
兄
弟
た
ち
の
関

心
意
欲
を
育
て
よ
う
と
し
た
父
堅
一
の
配
慮
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
兄
弟
た
ち
が

接
す
る
こ
と
に
な
る
人
び
と
や
場
所
は
、
父
の
日
頃
活
動
す
る
世
界
を
構
成
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
「
日
露
戦
争
直
後
か
ら
開
始
さ
れ
る
日
本
の
満
州
経
営
は
、
満
鉄
の
鉄
道
・
鉱
山
・

各
種
サ
ー
ビ
ス
業
・
付
属
地
経
営
の
展
開
を
中
軸
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時

に
、〔
略
〕
金
融
業
・
化
学
工
業
・
卸
小
売
業
な
ど
の
中
小
商
工
業
が
裾
野
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
っ
た
」（
柳
沢
遊
、
一
九
九
九
、
一
六
ペ
ー
ジ
）と
い
わ
れ
る
満
州
経
営

の
重
要
な
一
面
を
一
二
歳
の
少
年
は
書
き
留
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　

　

第
七
日
。
ハ
カ
マ
と
下
駄
の
姿
が
珍
し
が
ら
れ
る
兄
弟
た
ち
は
、
許
可
証
を
も
ら

い
皇
宮
見
物
に
出
か
け
る
。
玉
座
・
寝
所
ま
で
見
物
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
「
さ
て
も
世
の
う
つ
り
か
は
り
よ
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
「
城

内
一
番
美
し
く
に
ぎ
や
か
し
き
町
に
あ
る
正
金
銀
行
」
に
行
き
、
ま
た
、
雑
貨
店
を

経
営
す
る
父
の
友
人
を
た
ず
ね
話
を
聞
い
た
。
さ
ら
に
、
西
洋
料
理
店
で
西
洋
料
理

を
初
め
て
食
べ
た
。
食
べ
方
は
父
に
教
え
ら
れ
た
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
初
め
て
で

あ
っ
た
。
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第
八
日
。
馬
車
で
北
陵
を
見
に
行
っ
た
。「
…
…
文
皇
帝
の
陵
あ
り
。
支
那
の
苦
力

平
気
に
て
陵
の
上
に
上
り
て
休
み
居
た
る
は
痛
心
の
至
り
な
り
き
、」

　
　

　

第
九
日
。
撫
順
に
出
か
け
た
。
古
城
子
坑
で
露
天
掘
り
の
現
場
を
た
ず
ね
た
。
知

人
宅
に
泊
り
。

　

第
一
〇
日
。
知
人
の
工
場
を
見
て
、
禹
達
屋
坑
、
光
虎
台
坑
と
、
前
に
続
き
礦
山

を
見
て
、
坑
の
内
に
も
入
っ
た
。
ガ
ス
発
生
工
場
も
見
に
行
っ
た
。
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一
一
、
一
二
、
一
三
、
と
簡
単
な
記
事
。
第
一
五
日
に
は
、
奉
天
弥
生
座
で
活
動

写
真
を
見
る
と
あ
る
。

　

第
一
六
日
、「
支
那
の
軽
業
」を
見
た
が
余
り
面
白
く
な
か
っ
た
。
知
人
の
招
待
で

「
支
那
料
理
を
食
せ
り　

支
那
料
理
は
う
ま
し
」

　

第
一
八
日
。「
朝
父
に
つ
れ
ら
れ
貸
家
を
見
後
に
機
関
庫
を
見
に
行
く
」。
父
の
所

有
す
る
貸
家
を
見
に
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
九
日
。「
夜
黒
住
教
き
ゝ
に
行
く
」
と
あ
る
。
こ
の
日
記
で
は
初
め
て
（
八
月

七
日
）
の
日
付
が
記
し
て
あ
る
。
記
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
以
上
、
黒
住
教
に
も
、

黒
住
教
を
き
き
に
行
っ
た
人
た
ち
に
つ
い
て
も
関
心
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

第
二
〇
日
は
記
事
な
く
、
第
二
一
日
は
「
明
日
は
大
連
に
向
ふ
は
ず
」
と
だ
け
。

　

第
二
二
日
、
奉
天
を
離
れ
る
日
が
来
た
。
大
連
に
向
い
帰
国
の
途
に
着
く
の
で
あ

る
。
そ
の
間
、
金
州
、
旅
順
と
日
清
・
日
露
の
戦
跡
を
た
ず
ね
る
。
い
ず
れ
の
場
も

陸
軍
に
属
し
て
い
た
父
に
は
ゆ
か
り
が
あ
る
。
特
に
金
州
は
軍
事
探
偵
と
し
て
命
を

懸
け
行
動
し
た
戦
場
と
も
い
え
た
。
車
中
で
往
時
を
し
の
ぶ
父
の
談
話
が
あ
っ
た
は

ず
だ
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
Ｋ
は
特
に
書
き
留
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
し
て
い

な
い
。
彼
の
記
述
は
簡
単
に
経
過
を
記
し
た
の
み
。
帰
り
に
寄
っ
た
南
金
学
堂
に
つ

い
て
も
触
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

〔表　紙〕
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第
二
三
日
。
旅
順
。
日
露
戦
争
の
戦
跡
め
ぐ
り
で
、
二
〇
三
高
地
も
当
然
含
ま
れ

て
い
る
が
、
特
に
感
慨
を
述
べ
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。

　
　

　

第
二
四
日
。
Ｋ
は
腹
を
こ
わ
し
た
。
翌
日
、
病
院
で
見
て
も
ら
い
、
帰
国
に
支
障

な
い
と
い
わ
れ
た
。
父
は
、
こ
の
夜
、
奉
天
に
帰
っ
た
。

　

第
二
六
日（
八
月
一
五
日
）。
大
連
埠
頭
で
嘉
義
丸
に
乗
る
。
二
七
日
目
は
船
中
で

苦
し
む
。

　

第
二
八
日
。
門
司
に
着
く
。
福
岡
に
向
か
い
「
小
さ
き
汽
車
」
に
乗
っ
た
。「
八
幡

の
製
鉄
所
も
さ
ま
で
大
と
は
思
は
ざ
り
き
」。「
聞
き
し
に
勝
る
製
鉄
所
の
大
規
模
に

は
我
も
驚
か
ざ
る
を
得
ざ
り
し
な
り
」
と
い
う
往
路
第
一
日
目
の
印
象
と
大
き
く
変

わ
っ
た
。

　
　

　

以
上
、
ご
く
概
略
を
た
ど
っ
た
こ
の
満
州
旅
行
を
通
し
て
、
Ｋ
は
、
満
州
に
つ
い

て
、
自
己
の
将
来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
自
覚
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
を
端
的
に
表
明
し
た
と
見
ら
れ
る
の
が
、「
満
州
へ
行
け
」と
い
う
、
宣
言
に
も
似
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「
日
本
の
国
に
て
名
を
上
げ
得
ざ
る
よ
り
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

境
遇
に
あ
る
人
間
を
い
う
の
か
。
Ｋ
に
は
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
描
か
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
無
条
件
に
満
州
の
す
ば
ら
し
さ
、
可
能
性
に
引
か
れ
て
い
る
人
間
と
は

い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
「
我
満
州
に
て
死
な
ん
」
と
い
う
言
葉
が
、
前
の
行
に
い
う
農
業
家
に
か
か
る
の

か
、
後
日
起
こ
る
と
い
う
「
戦
」
に
か
か
る
の
か
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
Ｋ
の
生

涯
を
も
と
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
そ
れ
は
控
え
て
お
こ
う
。
た
だ
、
父
の

仕
事
に
共
鳴
し
て
、
父
と
と
も
に
そ
の
仕
事
に
従
事
し
た
い
、
と
い
う
意
欲
は
、
こ

こ
に
は
認
め
に
く
い
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
四

　

長
兄
Ｓ
の
「
満
州
紀
行
の
一
節
」
は
、
旅
行
の
行
程
で
い
え
ば
、
奉
天
を
離
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
旅
行
そ
の
も
の
よ
り
も
、
旅
行
に
よ
っ
て
触
発

さ
れ
た
自
か
ら
の
感
慨
を
綴
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　

　

彼
の
文
章
で
力
点
が
置
か
れ
る
の
は
金
州
で
、
そ
れ
も
現
在
の
金
州
そ
の
も
の
よ

り
も
、
往
事
の
、
父
堅
一
の
活
動
し
て
い
た
金
州
の
、
父
も
中
心
人
物
の
一
人
と
な

た
文
章
で
あ
る
。
こ
の
前
半
に
つ
い
て
は
前
稿
に
示
し
た
が
、
改
め
て
全
体
を
載
せ

る
。
末
尾
の
三
行
は
他
の
兄
弟
の
書
き
入
れ
た
評
言
と
見
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
に
触
れ
る
。

〔表忠塔（旅順）〕

　
「
狭
き
日
本
限
り
あ
る
我
が
帝
国
」
の
活
路
を
「
広
い
〳
〵
平
野
」
の
あ
る
満
州
に

求
め
る
考
え
に
、
Ｋ
も
強
く
共
鳴
し
て
い
る
。

Ohkagakuen University

NII-Electronic Library Service



九

― 168 ―

る
物
語
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

　

父
と
同
じ
く
軍
事
探
偵
と
し
て
行
動
し
た
三
人
は
捕
え
ら
れ
処
刑
さ
れ
た
。
生
き

の
び
て
任
務
を
全
う
し
た
父
は
、
後
に
そ
の
跡
を
た
ず
ね
三
人
の
遺
体
を
弔
い
、
三

烈
士
の
碑
を
立
て
る
。
今
度
の
旅
行
で
も
父
か
ら
聞
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
後
に
も

思
い
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
話
で
あ
っ
た
。

　

い
わ
ば
、
父
と
満
州
と
の
つ
な
が
り
の
深
さ
、
先
に
見
た
Ｋ
の
文
章
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
日
本
の
国
に
て
名
を
上
げ
得
ざ
る
」よ
う
な
事
情
と
は
違
う
意
味
を
満
州
は

持
っ
て
い
た
こ
と
、
を
確
か
め
る
よ
う
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

　

金
州
で
実
際
に
見
た
も
の
に
関
し
て
は
、
Ｋ
が
軽
く
触
れ
て
い
た
南
金
学
堂
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
る
。「
父
の
知
人
」が
校
長
を
つ
と
め
る
郡
督
府
立
の
中
国
人
対
象

の
学
校
で
、毎
日
一
時
限
は
日
本
語
が
入
っ
て
い
た
。「
此
く
し
て
日
本
化
す
る
の
で

あ
ら
う
」
と
、
肯
定
的
に
Ｓ
は
記
し
て
い
る
。

　
　

　

旅
行
で
は
、
次
に
旅
順
に
行
き
日
露
戦
争
の
戦
蹟
め
ぐ
り
を
す
る
わ
け
だ
が
、
Ｓ

が
こ
こ
で
書
こ
う
と
し
た
の
は
、
日
清
戦
争
の
古
城
場
を
め
ぐ
り
聞
い
た
話
で
、
全

滅
し
た
日
本
の
一
小
隊
の
悲
劇
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
分
は
、
そ
の
後
削
ら
れ

た
ま
ま
、「
満
州
旅
行
の
一
節
」
は
中
断
さ
れ
た
形
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
右
の
よ
う
な
形
の
文
章
に
は
、
Ｓ
の
、
現
在
の
満
州
、
こ
れ
か
ら
の
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満
州
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
思
い
の
表
わ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
　

　

Ｙ
の
書
い
た
二
つ
の
文
章
の
う
ち
、「
旅
の
後
で
思
っ
た
」
は
小
咄
風
で
、
残
さ

れ
た
休
み
は
宿
題
に
追
わ
れ
る
、
と
い
う
も
の
。
も
う
一
つ
、「
或
日
の
夕
方
」
は
、

旅
行
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え
る
ま
と
め
方
を
し
て
い
る
。「
い
と
せ
わ
し
げ
に
見

ゆ
る
は
我
が
同
胞
の
こ
と
、
支
那
人
は
大
陸
そ
だ
ち
の
大
も
の
と
て
悠
々
と
」
と
書

い
て
い
る
。

　

満
州
旅
行
に
関
係
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
い
わ
ば
旅
行

の
本
体
に
触
れ
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
自
分
の
将
来
に
関
わ
る
も
の
と
し
て

満
州
を
、
満
州
に
お
け
る
父
の
仕
事
を
考
え
る
よ
う
な
文
章
は
、
こ
こ
で
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

　
　

　

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
え
ば
、
Ｍ
は
満
州
旅
行
に
つ
い
て
何
の
文
章
も
出
し

て
い
な
い
。
今
回
の
『
骨
肉
』
の
表
紙
絵
を
書
い
た
の
は
彼
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
短

い
文
章
を
書
い
て
い
る
が
、
満
州
に
つ
い
て
は
何
も
い
わ
な
い
。
朝
鮮
の
家
を
描
い

た
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
が
、
満
州
で
は
な
い
。
表
紙
絵
も
含
め
て
、
満
州
に
つ
い
て
触

れ
る
こ
と
を
、
む
し
ろ
避
け
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。
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「
満
州
へ
行
け
」と
い
う
Ｋ
の
文
章
に
付
さ
れ
た
評
言
、
と
い
う
よ
り
感
想
は
、「
世

界
の
大
勢
は
も
っ
と
大
き
く
な
っ
た
。
満
州
に
行
く
も
よ
か
ろ
う
が
余
は
、
な
お
一

層
に
余
の
希
望
す
る
所
が
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

今
回
見
た
兄
弟
の
文
章
か
ら
推
し
て
、
Ｍ
か
Ｙ
が
書
い
た
と
思
え
る
が
、
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　

兄
弟
た
ち
の
「
立
身
出
世
」
へ
の
父
の
期
待
に
、
四
人
は
ど
の
よ
う
に
応
え
よ
う

と
す
る
の
か
。
こ
の
課
題
に
対
し
て
、
今
回
の
旅
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ど
の
よ
う

な
自
覚
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
か
。
そ
の
内
面
の
歴
史
を
、『
骨
肉
』の
諸
作
品
か
ら

ど
こ
ま
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
興
味
が
持
た
れ
る
課
題
で
あ
る
。

〈
文
献
〉

唐
澤
富
太
郎
『
教
科
書
と
国
際
理
解
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
一
。

向
野
晋
『
我
が
先
亡
の
記
』
私
家
版
、
作
成
年
不
詳
（
向
野
堅
一
記
念
館
蔵
）

向
野
堅
一
『
日
清
戦
争
従
軍
日
記
』
向
野
晋
複
製
版
、
一
九
六
七
。

向
野
康
江
「
一
九
〇
〇
年
代
の
一
家
庭
に
お
け
る
図
画
教
育
の
成
果
――

『
骨
肉
』
の
発
見
と

そ
の
発
見
に
よ
る
美
術
教
育
史
研
究
上
の
意
義
」InSEA

ア
ジ
ア
地
区
会
議
発
表
論
文
、
二

〇
〇
七
。

齊
藤
太
郎
「『
骨
肉
』
――

大
正
期
家
庭
教
育
を
う
か
が
わ
せ
る
手
づ
く
り
雑
誌
」『
桜
花
大
学

人
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
九
。

柳
沢
遊
『
日
本
人
の
植
民
地
経
験
』
青
木
書
店
、
一
九
九
九
。

〔
補
〕

　
『
骨
肉
』
八
・
九
月
号
の
誌
面
構
成
か
ら
兄
弟
の
関
心
の
表
れ
を
見
て
も
、
朝
鮮
・
満
州
旅
行
が
特
に
大
き
な
出
来
事

と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
で
活
躍
の
潜
水
艦
、
航
空
機
へ
の
関
心
が
高
い
。
大
戦
時
、
日
本
に
と
っ
て

は
敵
方
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
に
示
さ
れ
た
高
い
関
心
は
、
兵
器
を
含
め
「
文
明
の
利
器
」
へ
の
関
心
が
、
政
治
・

経
済
・
社
会
の
動
き
へ
の
関
心
を
超
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　〔

向
野
家
資
料
の
閲
覧
に
関
し
配
慮
を
い
た
だ
い
た
向
野
堅
一
記
念
館
・
向
野
康
江
氏
に
感
謝
致
し
ま
す
。〕
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